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【平成２１年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
本研究は、様々な環境変異原による二重鎖切断誘発の H2AX リン酸化を指標にした検定、およ

び二重鎖切断による細胞の修復過程とチェックポイント制御機構の解明、を通して環境変異原の発

がん過程（ゲノム不安定化）における働きを明らかにすることであり、着実に研究成果を上げてい

ると高く評価できる。また当初の予定に加え、NBS1 の新たな機能として中心体複製制御、新たな

相同組換えの制御機構として H2B ユビキチン化等想定外の研究成果が上げられており、研究成果

としては十分である。特に、後者に関しては転写と組換えという全く新たな研究展開であり、今後

の発展が期待される。 
引き続き、研究の目的である、環境変異原が DNA 二重鎖切断とゲノム不安定性を引き起こすか

否かを最新の手段を用いて検証するとともに、その機構を解明し DNA 二重鎖切断を環境変異原の

網羅的検出法および防御剤の開発を目指した研究を具体的に推進して欲しい。 
 
【平成２３年度 検証結果】 
検証結果    研究進捗評価結果どおりの研究成果が達成された。 

 排ガス中の多環芳香族化合物などの環境変異原物質による DNA 二重鎖切断能とその

発生機序・応答機構解明、環境変異原物質の新規検出法検討、という当初目標に対して、

期待どおりの成果が得られた。とりわけ、二重鎖切断と修復の機序については多くの重要

な成果が得られた。 
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